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◎ 本日はお忙しい中、2019年度 第１四半期 決算説明の電話会議にご参加頂きまして、
誠にありがとうございます。

◎ 最初にスライドの3ページをご覧下さい。
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◎ 業績ハイライトです。

◎ 当第1四半期の営業利益は、前年同期から39億円減少して、161億円となりました。

◎ 四半期純利益は、税金費用が昨年同期と比較して増加した要素も加わり、
46億円減少して、114億円となりました。

◎ 今年度は2020年度の事業拡大に向けた準備を進める1年と位置付けており、
費用の増加が先行しますが、
キャッシュフロー創出力としてのEBITDAは、前年から6億円増加の583億円となりました。

◎ 4ページをご覧ください。
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◎ 連結決算の概要です。

◎ 売上高は、前年同期から156億円、3.2パーセント増加の5,005億円となり、
第1四半期として過去最高の水準となりました。
国内線、国際線の旅客需要を着実に取り込みました。

◎ 一方、営業費用は、195億円、4.2パーセント増加して、4,843億円となりました。
年度計画に従って、「安全・品質サービス」並びに「人」や「機材」に係るコストをかけたほか、
整備関連費用が増加したことなどが影響しています。

◎ この結果、営業利益は161億円、経常利益は170億円、
親会社株主に帰属する四半期純利益は114億円となりました。

◎ 5ページをご覧ください。
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◎ 財政状態です。

◎ 総資産は、前年度期末より312億円増加して、2兆7,183億円となりました。

◎ 自己資本は、174億円減少して、1兆819億円となり、
自己資本比率は、39.8パーセントとなりました。

◎ 有利子負債は、新規借り入れに加えて、
5月に国内の一般事業会社では初となる社会貢献債・ソーシャルボンドを発行したことなどから、
8,110億円となり、デット・エクイティ・レシオは、0.7倍となりました。

◎ ６ページをご覧ください。

5



◎ キャッシュフローです。

◎ 営業キャッシュフローは、1,158億円の収入となりました。

◎ 投資キャッシュフローは、航空機を中心とした設備投資などにより、
1,019億円の支出となりました。

◎ 財務キャッシュフローは、配当金の支払いを行ったことなどにより、
57億円の支出となりました。

◎ 3ヶ月超の定期・譲渡性預金の資金移動を除いた投資キャッシュフローから算出する、
実質フリーキャッシュフローは、98億円の支出となりました。

◎ 7ページをご覧ください。
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◎ セグメント別の実績です。

◎ 売上高は、全てのセグメントで、前年から増収となりました。

◎ 営業利益についてです。
航空関連事業セグメントでは、生産量の拡大に伴って売上高は増えた一方、
空港グランドハンドリングスタッフの前倒し採用を進め、費用増加が先行したことで、
若干の減益となりました。
旅行事業では、国内、海外ともに、
ゴールデンウィークの旅行需要を確実に取り込んだことが奏功し、増益となりました。

◎ 続きまして、航空事業の詳細についてご説明します。
10ページをご覧ください。
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◎ 航空事業における営業利益の、前年同期比較です。

◎ 売上高は、132億円の増加となりました。
ご覧の通り、ANAの国際線旅客で78億円、国内線旅客で93億円の増収となった一方で、
貨物郵便で70億円の減収となりました。

◎ 営業費用は、174億円の増加となりました。
今後の国際線ネットワーク拡大に向けて、あらかじめ年度計画に織り込んでいた、
機材および人財関連の先行費用や、
安全・品質サービスの総仕上げに係る各種施策に係る費用を、予定通り執行しました。
また、グループ外への委託を含めたエンジン整備の機会が増えたことで、整備費も増加しました。

◎ これらの結果、航空事業の営業利益は、前年同期から42億円減少して、
141億円となりました。

◎ 12ページをご覧ください。
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◎ 国際旅客の状況です。

◎ 第1四半期の増収額、78億円の要因分析です。

◎ 旅客数要因では、生産量の拡大や、プロモーション運賃の投入で需要を喚起したほか、
ゴールデンウィークを中心に、日本発レジャー需要の取り込みを強化しました。
一方で、アジア線を中心に、海外エアラインが供給を拡大した影響により、
訪日客の獲得については、前年を下回りました。

◎ 単価要因では、燃油サーチャージが増加したほか、
運賃値上げを含めたイールドマネジメントを徹底したこと、
また、欧米線の旅客数構成比が上昇したことによる方面ミックスの影響などにより、
80億円の増収となりました。

◎ 続いて、13ページをご覧ください。
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◎ 方面別の供給と需要の推移です。

◎ 北米方面は、海外発の需要を積極的に取り込み、生産量を上回る旅客キロを確保しました。

◎ 欧州方面では、
2月に開設した羽田＝ウィーン線の座席利用率が、8割を超えて順調に推移するなど、
前年に比べて旅客キロが大幅に増加しました。

◎ 中国方面では、昨年度下期に引き続き、供給量を抑制するなかで、
高単価の日本発の旅客需要を取り込みました。

◎ アジア・オセアニア方面では、
LCCを含む他社との競合が進んだ結果、訪日客は前年実績を下回りましたが、
日本発の業務渡航ならびにレジャー需要は堅調に推移しました。

◎ 16ページをご覧ください。
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◎ 国内旅客の状況です。

◎ 第1四半期の増収額、93億円の要因分析です。

◎ 旅客数要因では、25億円の増収となりました。
ゴールデンウィーク期間中の旺盛なレジャー需要に加えて、
ビジネス需要や訪日客も着実に取り込みました。

◎ 一方、単価要因では、高需要便を中心に、
昨年度下期から実施した新たな運賃制度の効果があらわれたことなどにより、
70億円の増収となりました。

◎ 右の図は、四半期別の実績推移をお示ししています。
需給適合を推進してきた結果、座席利用率は、67.1パーセントとなり、
第1四半期の実績として、過去最高を更新しました。

◎ 19ページをご覧ください。
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◎ 国際貨物の状況です。

◎ 第1四半期の減収額、58億円の要因分析です。

◎ 重量要因では、米中貿易摩擦の影響を受けて、
中国発着路線を中心に貨物需要が減少したことなどにより、
35億円の減収となりました。

◎ 単価要因では、主に中国発着の需要の減少に伴い、販売レートの引き下げや
三国間貨物の重量構成比の拡大などにより、
25億円の減収となりました。

◎ 右の図は、輸出入貨物の総需要と、当社グループ実績の推移です。
昨年度の下期以降、日本全体の輸出入重量が減少に転じています。
当社の実績も前年比で減少していますが、
三国間貨物の取り込みを強化することで、減収の抑制に努めました。

◎ 引き続き需要の動向を慎重に見極め、供給面から柔軟な調整を実施していきます。

◎ 23ページをご覧ください。
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◎ LCC事業の実績です。
本スライドの数値は、Peach Aviationと、バニラエアの合算値をお示ししています。

◎ 売上高は前年同期から5億円減少して、206億円となりました。
台湾線を中心に競合環境が激化したものの、効果的なイールドマネジメントなどにより、
売上高は生産量と連動した水準を確保しました。
なお、2社合計の座席利用率は、85.7パーセントとなり、高い水準を維持しています。

◎ 次の24ページに、四半期別の実績推移をお示ししています。
バニラからPeachへの路線移管に伴い、機材改修や乗員訓練を進めており、
リソースの稼働を一時的に抑制しています。
2社合計の座席キロは、前年から減少に転じる局面を迎えていますが、
10月末のオペレーション統合に向けた準備を、着実に進めていきます。

◎ 尚、26ページには、年度当初にお示ししたESG経営の考え方に基づき、
当第1四半期における取り組み事例と、非財務関連の指標について、
過去からの推移をご紹介しています。併せてご確認ください。

◎ 以上が第1四半期の決算概要です。事業環境は昨年度と比べて厳しくなりつつありますが、
引き続き、環境変化に柔軟に対応しながら、各種取り組みを確実に実行していきます。

◎ 私からの説明は以上です。ご清聴、ありがとうございました。
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